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事
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営

相
談
を
行
い
ま
す

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
資
金
繰

り
、
金
融
取
引
、
経
営
改
善
計
画

策
定
支
援
、
事
業
承
継
等
）
に
対

応
す
る
機
関
と
し
て
「
鹿
児
島
県

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」
が

あ
り
ま
す
。

　

国
（
経
済
産
業
省
）
が
、
鹿
児

島
商
工
会
議
所
に
委
託
し
て
設
置

し
た
公
的
機
関
に
な
り
ま
す
。
専

門
家
が
常
駐
し
、
事
業
者
が
抱
え

る
課
題
を
抽
出
し
、
必
要
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前

に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　
（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）
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西
原
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・
佐
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著

み
き
マ
マ
の
め
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ま
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み
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誰
か
が
足
り
な
い

　
　

宮
下
奈
都
著

か
わ
い
そ
う
だ
ね
？綿矢

り
さ
著

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
朝

鮮
王
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運
命
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読
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小
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へ
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う
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て
ん
し
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吉
田
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一
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一
生
お
金
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困
ら
な
い
人
の

運
の
習
慣

　

松
永
修
岳
著

夢
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か
な
え
る
。
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速
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こ
み
ち
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断
捨
離
す
れ
ば
、
片
付
い
た
。
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　藤城清治　光と影の世界
　藤城 清治 著　平凡社
　　「光と影は人生そのもの」―光と影が
　織りなす幻想的な影絵の第一人者、藤城
　清治の米寿を記念した愛蔵版。

　
　

　
　

ようちえんがばけますよ
内田 麟太郎 作・西村 繁男 絵　くもん出版
　ページをめくれば、なんとも不思議。
なんども楽しめて声に出して読みたくな
る、へんしん絵本！

　おかあちゃんがつくったる
　長谷川 義史 作　講談社　
　 　『てんごくのおとうちゃん』で幼い頃
に亡くした父との思い出を描き、本書
はその後日談。せつなくてあたたかく
てちょっぴりおかしい家族のお話。

　
　
　

市立図書館からのおすすめ

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
措

置
申
請
受
付
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

　
平
成
22
年
５
月
か
ら
始
ま
っ

た
救
済
措
置
の
申
請
期
限
が
決
定

し
ま
し
た
。
救
済
を
希
望
す
る
人

で
、
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

お
早
め
に
申
請
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
＝
７
月
31
日
（
火
）              

●
対
象
者
＝
か
つ
て
水
俣
湾
や
阿

　

賀
野
川
で
メ
チ
ル
水
銀
に
よ
っ

　

て
汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
食
べ

　

た
人
の
う
ち
、
水
俣
病
に
も
み

　

ら
れ
る
症
状
（
両
手
足
の
先
の

　

方
の
感
覚
が
鈍
い
な
ど
）
が
あ

　

る
人

※
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
も
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

●
給
付
内
容
＝
一
時
金
、
療
養
手

　

当
、
療
養
費
（
医
療
費
の
自
己

　

負
担
分
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
環
境
林
務
課　
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投
資
商
法
・
利
殖
商
法
の

二
次
被
害
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　
過
去
に
投
資
商
法
・
利
殖
商

法
の
被
害
に
あ
っ
た
人
に
、
電
話

や
郵
便
等
で
、「
あ
な
た
が
過
去

に
被
害
に
あ
っ
た
会
社
の
隠
し
財

産
が
見
つ
か
り
ま
し
た
」「
あ
な

た
の
損
失
を
取
り
戻
し
て
あ
げ
ま

す
」
な
ど
と
、
あ
た
か
も
被
害
を

回
復
す
る
よ
う
な
話
を
持
ち
か
け
、

新
た
に
「
未
公
開
株
」
や
「
社
債
」

な
ど
を
購
入
さ
せ
た
り
、
手
数
料

を
支
払
わ
せ
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
、
過
去
の
被
害
者

情
報
な
ど
を
手
に
入
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

投
資
商
法
・
利
殖
商
法
の
二
次

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
審
な
訪
問
や
電
話
な

ど
を
受
け
て
、「
お
か
し
い
な
」

「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

早
め
の
相
談
が
、
よ
り
良
い
解

決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
階
）
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　　　　　　　江戸へ吹く風
　岩井 三四二 著　文藝春秋

　　安房里見家の水軍にいる金丸強衛門
　は、天下定まってのち領地が半分に。
　暮らしのために海商をして身を立てよ
　うと考えるのだが…。

問鹿屋市ファミリー・サポート・センター（市社会福祉協議会内）　☎ 0994-44-2277

●応募資格
○利用会員＝市内に居住し、原則として小学生（障
害のある子どもは 18 歳）までの子どもを養育
している人で子育ての手伝いを希望する人
※市外から市内に通勤する人や妊娠中の人も会員
になれます。
○サポート会員＝市内に居住し、心身ともに健康
で子育て支援に意欲のある 20歳以上の人
○両方会員＝利用会員、サポート会員をかねる人
◆ センターの実施する講習会（1回）を受講する必
要があります。（詳細は下のとおり）

◆入会金・年会費は無料です。
●報酬＝利用会員は、サポート会員の援助活動に対
　して報酬を支払います。
　平日＝ 600 円／時間
　土・日・祝日・夜間＝ 700 円／時間

●援助活動の主な内容
　育児支援＝次のときなどに子どもを預かります。
○保育施設等までの送迎時
○学校の放課後又は学童保育終了後
○子どもが軽度の病気の場合
○冠婚葬祭又は他の子どもの学校行事
○買い物等外出時　など
　※子どもを預かる場所は原則として「サポート会
員」の家で行い、宿泊を伴う援助は受けられま
せん。

　家事支援＝産前産後の会員に対して行います。
○掃除、洗濯、買い物など、家事の援助
●応募方法＝電話でご応募ください。

　ファミリー・サポート・センターとは、育児又は家事の援助を受けたい人と、援助を行いたい人が会員になり、
会員同士が育児等に関する相互援助活動を行う組織です。年間を通して会員を募集しています。ぜひ、ご応募
ください。

援助依頼申込み
サポート会員の紹介

援助依頼

援助活動
報告書提

出

援援援援援援助援助援助援助援助

●鹿屋市ファミリー・サポート・センターのしくみ

打ち合わせ・サービスの提供

利用料金の支払い

援助依頼申込み
サポート会員の紹介

援助依頼

援助活動
報告書提

出

ファミリー・サポート・センター会員を募集ファミリー・サポート・センター会員を募集

●日程＝９月 12日（水）、11月９日（金）
　　　　平成 25年２月 13日（水）
●時間＝９時 30分～ 12時（利用会員）
　　　 ９時 30 分～ 16 時（サポート会員・両方

会員）
●場所＝リナシティかのや 2階　情報研修室

●当日持参するもの
　顔写真２枚（縦 3.0cm ×横 2.4cm　裏に氏名
　記入）
　印鑑、筆記用具
※講習会参加希望者、当日託児の必要な場合は、
事前にご連絡ください。
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